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業績予想の修正に関するお知らせ

平成 19年５月 18日に公表しました平成 20年３月期中間期の業績予想を下記の通り修正いたします。なお、
平成 20年３月期中間期の配当予想及び平成 20年３月期通期の業績予想並びに配当予想に変更はありません。

記

１．業績予想の修正
（単位：百万円）

(1)平成 20年３月期中間連結会計期間
売 上 高     営 業 利 益     経 常 利 益     中間純利益

今回修正予想（Ａ） ８，２８０ ２９２ ２４４ ６４
前回発表予想（Ｂ） ８，１００ １７０ １１０ １０
増減額  （Ａ－Ｂ） １８０ １２２ １３４ ５４
増減率 ２．２％ ７１．８％ １２１．８％ ５４０．０％

（参考）前年同期 ７，９３２ ３４２ ２５２ １６０

(2)平成 20年３月期（個別）中間会計期間
売 上 高     営 業 利 益     経 常 利 益     中間純利益

今回修正予想（Ａ） ７，６８０ ２７２ ２４４ ６１
前回発表予想（Ｂ） ７，６００ １６０ １３０ ２０
増減額  （Ａ－Ｂ） ８０ １１２ １１４ ４１
増減率 １．１％ ７０．０％ ８７．７％ ２０５．０％

（参考）前年同期 ７，５６６ ３１５ ２８５ １１５

２．修正理由

売上高につきましては、個別において、教育事業のうち主たる学習塾部門で、生徒数の推移及び夏期講
習会での集客が期初の予想を上回り生涯学習部門の減収分を補うこと、加えて連結において、その他の事
業のうちコンテンツ制作部門の受注が期初の予想を上回るため、若干の増加となる見通しであります。

営業利益につきましては、前回発表予想を連結で１億 22百万円、個別で１億 12百万円上回り、経常利
益につきましては、連結で１億 34百万円、個別で１億 14百万円上回る見通しであります。その主な要因
は、相対的に営業利益率の高い学習塾部門の売上高の増加により、売上高利益率が予想よりも改善するた
めであります。

中間純利益につきましては、前回発表予想を連結で 54百万円、個別で 41百万円上回る見通しでありま
す。その主な要因は、上述の通り営業利益及び経常利益が予想よりも増加することでありますが、同時に
法人税等の負担の増加を伴うため、営業利益及び経常利益ほどの増加とはならないものであります。

なお、通期の業績予想につきましては、学習塾部門において冬期・春期講習会等大きな収益機会を下期
に控えており、また、景気動向も含め不確定要素も多いことより、前回の予想を据え置くものであります。

以　上

※業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報による判断に基づくものであり、今後の経済
情勢、事業運営における様々な状況変化によって、実際の業績は見通しと異なる場合があります。

　


